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川西市　ケアプランデータ連携システム 説明会

● 開会

● ご挨拶　福祉部 副部長 兼介護保険課長　田中 英之 様

● システムについてNPO法人タダカヨ

● 質問

● 閉会



タダカヨについて

https://mmky310.info/


資料のダウンロードはこちら

https://drive.google.com/file/d/1k3IKWuNDal3MvwVcSV36phYdv63Ocn5Z/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1k3IKWuNDal3MvwVcSV36phYdv63Ocn5Z/view?usp=sharing


ケアプランデータ連携を取り巻く、川西市の現状
「ワムネット」で検索

https://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/


ケアプランデータ連携を取り巻く、川西市の現状
「ワムネット」で検索

使うべき事業所数 ・・・ 139
　　　（Gemini Deepresearchにより）

https://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/


ケアプランデータ連携を取り巻く、川西市の現状

ケアプー

139?　　13 ÷ 139 ＝ 9.35%



8

ケアプランデータ連携システムについて

ケアプー公式サイトを用いてご紹介します

https://www.careplan-renkei-support.jp/index.html
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介護情報基盤について

公式サイトを用いてご紹介します

https://www.kaigo-kiban-portal.jp/


連携できるデータの内容
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居宅サービス計画書　第１・２・3表
介護予防サービス-支援計画書・別表
利用者基本情報
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サービス利用（提供）票・別表

実績情報

ケアプラン関連 請求関連

データ連携でやり取りできる　CSVデータの内容　

https://www.careplan-renkei-support.jp/wp-content/uploads/sites/2/2025/09/%E3%82%B1%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E9%80%A3%E6%90%BA%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E6%93%8D%E4%BD%9C%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB+2025%E5%B9%B49%E6%9C%8826%E6%97%A5%E7%89%88.pdf


12

データ連携でやり取りできる　PDFデータ等の内容　

● PDF等の送受信も可能
○ いままで、FAX・郵送・手渡ししていた書類の中で、サー

ビス担当者会議の要点、毎月の利用報告書、評価表など
などを、PDF等にすることで、送受信が可能です。

○ CSVデータで送受信できない書類は、PDFにして送受信す
ることで、さらなる生産性の向上となります。

※PDF等のデータはCSVデータとは違い、介護ソフトへのデータ取
り込みなどは行なえません。
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データ連携でやり取りできる　データ形式の内容　

【1回に送信できるデータ量】
● ファイルサイズ：最大10MB
● ファイル数：最大30個

※上記表は、「ケアプランデータ連携システム操作（対象：居宅介護支援事業所・介護サービ
ス事業所向け ）マニュアル   P75・144」 の一部



データ連携がもたらす効果
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データ連携がもたらす効果
【居宅介護支援事業所・地域包括支援センター・サービス事業所】

● 実績などの介護ソフトへの入力作業が減り、業務時間の削減が期待
できます。

● 給付管理と介護給付費請求の整合が高まり、返戻等となるリスクが
軽減します。

● 郵送やFAXなどの送信コストや、それにかかる時間の削減が期待で
きます。

● 居宅サービス計画書のデータを取り込むことで、個別援助計画書・

評価（モニタリング）表など、作成効率の向上が期待できます。
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データ連携がもたらす効果
【居宅介護支援事業所・地域包括支援センター・サービス事業所】

● データで連携をすることで得られる効果
○ 実績などの介護ソフトへの入力作業が減り、業務時間の削減が期待できます。

○ 給付管理と介護給付費請求の整合が高まり、返戻等となるリスクが軽減します。

○ 郵送やFAXなどの送信コストや、それにかかる時間の削減が期待できます。

○ 居宅サービス計画書のデータを取り込むことで、個別援助計画書・評価（モニタリング）表
など、作成効率の向上が期待できます。
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さらに、地域包括支援センターと
居宅介護支援事業所でのデータの
連携が可能なため、予防実績につ
いても連携可能となっています。



地域包括支援センターのメリット ①実績業務

地域包括支援センター 委託先居宅介護支援事業所

サービス事業所

予防の実績を
データで送付

予防の実績を
データで送付

自動入力・チェック 自動入力・チェック

● 入力の手間が格段に減少する
● 数値で確認ができるのでミスがなくなる
● 取り込みエラーから、介護保険証情報の

誤りが見つかる
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地域包括支援センターのメリット ②プランのチェック

地域包括支援センター 委託先居宅介護支援事業所
予防プランのチェック・コメン
トをデータ連携で行える

確認・コメント 予防プラン作成

● プランの提出をデータ連携で行う
● プランチェックをしてコメントを記載の上、

データ連携で居宅に戻す
● ご利用者様に交付する

　　※移動など、事務的工数削減につながる
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何を改善できると良いですか？
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料金シミュレーターで確認

https://sites.google.com/tadakayo.jp
/test-cpds-simi/top
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https://sites.google.com/tadakayo.jp/test-cpds-simi/top
https://sites.google.com/tadakayo.jp/test-cpds-simi/top
https://sites.google.com/tadakayo.jp/test-cpds-simi/top
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よく聞かれる質問コーナー

38



Q&A ①：システムや費用について

今の介護ソフトは使える？

基本的にはそのまま使えます。
 多くの主要メーカーが対応していますが、念のためお使
いのソフト会社へ「ケアプランデータ連携システムに対
応していますか？」とご確認をお願いします。

他地域の事業所とも連携できる？

全国どこでも連携可能です。
 相⼿先の事業所もこのシステムを導⼊していれば、市内
‧市外を問わずデータの送受信ができます。

費⽤はいくらかかるの？

かかりません
 パソコンの台数ごとではなく、事業所番号ごとの料⾦で
す。
 ※お使いのソフトによっては別途オプション料がかかる
場合もあります。

必要なIDは？

利⽤申請には「国保連の電⼦請求受付システムのID」を
使⽤します。
 併設事業所の場合の使い分け等は、ヘルプデスク等での
確認をお勧めします。



Q&A ②：一番心配な「セキュリティ」

経過記録などは見えません

「事業所内の記録まで⾒られてしまうのでは？」という

ご⼼配を多く頂きましたが、その⼼配はありません。

連携されるのは、主に「サービス提供票（予定‧実

績）」などのデータが中⼼です。経過記録や申し送り事

項などのテキスト情報は、⾃動的に送信されることはあ

りません。PDFなどにして送信することは可能です。

セキュリティは万全です

国保連の請求システムと同等の、⾮常に⾼度なセキュリ

ティを使⽤します。世界的に安全とされている認証⽅

法、２要素認証を利⽤します。

⼀般的なメールでのやり取りに⽐べて、情報漏洩のリス

クは極めて低く設計されていますので、安⼼してご利⽤

いただけます。



Q&A ③：日々の運用はどうなる？

Q. 利⽤者様からの「署名（同意）」をもらったプランはどうする？

A. 本システムは「毎⽉の予定‧実績データの連携」が主⽬的です。
 署名原本が必要な初回や変更時のプランについては、これまで通りご利⽤者様と交わします。
 居宅介護⽀援事業所から介護サービス事業所へお渡しする居宅介護サービス計画書はご利⽤者様の署名がなくても良いとされ
ています。 介護保険最新情報 Vol.1374 15ページ‧質問番号57‧58参照

Q. 「暫定プラン」の扱いはどうなりますか？

A. システム上で送受信⾃体は可能ですが、後で確定版を送る必要があります。
 居宅介護サービス計画書の書式通り、「暫定」ととしてデータ送付していただくことが可能です。
PDFファイルも送信できますので、併⽤すると良いと思われます。

https://www.mhlw.go.jp/content/001476483.pdf


Q&A ④：「本当に効率化できるの？」

「ケアマネ1⼈あたり50件担当なんて無理では？」

 という率直なご意⾒も頂きました。

確かに、このシステムを⼊れたからといって、相談援助

業務そのものが減るわけではありません。

しかし、「毎⽉のFAX送信」「返信された実績の⼿⼊

⼒」「転記ミスの確認」といった、

本来のケア業務ではない事務作業の時間は確実に減らす

ことができます。

事務時間の削減

空いた時間を、利⽤者様への訪問や
 相談業務に使っていただきたい、

 というのが⼀番の願いです。



これからの地域連携に向けて
システム導⼊はあくまで「⼿段」です。

 ⽬指しているのは、事務作業に追われる時間を減らし、

専⾨職の皆様が、利⽤者様と向き合う時間を増やすこと。

川⻄市全体で、より良いケアの環境を作っていけるよう
 早めに準備を始めましょう



Q：このあと取るべき具体的な行動は？

44

A：「電子請求登録結果に関するお知らせ」
　　があるか確認してください

https://www.careplan-renkei-support.jp/wp-content/uploads/sites/2/2026/01/%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89_%E5%B0%8E%E5%85%A5%E3%83%95%E3%83%AD%E3%83%BC%E7%B7%A8_20260116%E7%89%88.pdf


「電子請求登録結果に関するお知らせ」
は、このような書式ととなります。
探す際などのご参考にしてください。

● 電子請求用のID（KJ

で始まる14ケタ）

※電子請求用のID（KJで始ま
る番号）やパス　と　代理請求
用のID（HDで始まる番号）や
パスは、違います。
　必ず、電子請求用のID（KJ
で始まる番号）やパスが必要で
す。

● 電子請求用のパス

● 証明書発行用パス



なぜ、
ケアプランデータ連携システムを

使う必要があるのか？
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日本の人口について
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総人口
● 2020年12.615万人
● 2025年12.254万人
● 2050年10.192万人

25年間で2.062万人減少

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/html/nd121110.html　（総務省）

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/html/nd121110.html


日本の人口について
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生産年齢人口
● 2020年7.509万人
● 2025年7.170万人
● 2050年5.275万人

25年間で1.895万人減少

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/html/nd121110.html　（総務省）

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/html/nd121110.html


日本の人口について
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高齢人口
● 2020年3.602万人
● 2025年3.677万人
● 2050年3.841万人

25年間で164万人 増加

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/html/nd121110.html　（総務省）

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/html/nd121110.html


日本の人口について（2025年→2050年）
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総  人  口

生産年齢人口

高齢人口

2.060万人　減少
1.895万人　減少
   164万人　増加



日本の人口について（2025年→2050年）
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総  人  口

生産年齢人口

高齢人口

2.060万人　減少
1.895万人　減少
   164万人　増加



今より　少ない人数　で

今後は　　多い仕事　　を
する必要がある
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４０人の担当 約80人を担当

2025年 2050年

生産年齢人口は
減少

高齢人口は
増加


